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研究成果の概要（和文）：従来のカリキュラムは，大学における学問体系を高校・中学・小学校へとおろしていくよう
に構成されていた。こうしたカリキュラムは，市民社会生活との関連（社会的レリバンス）を欠くという問題点をはら
んでいた。そこで本研究では，戦後型社会の構造転換を踏まえた公教育の新しい方向性を探り，理論面と実践面から検
討を加え、次の学習指導要を視野に入れたカリキュラム・イノベーションの可能性と条件を探った。こうした目的を達
成するために，「基幹学習ユニット」「生き方の学習ユニット」「社会参加の学習ユニット」の３つのユニットを設け
，さらに，東京大学教育学部附属中等教育学校との連携を可能にするために「総括ユニット」を設けた。

研究成果の概要（英文）： The social structure of school curriculum in Japan since 1958 has been highly reg
ulated by the national government. The contents of the school curriculum have been discipline based and co
ntrolled by the academism and higher education. So in this structure school curriculum has been designed f
or educating the professional academician and doesn't have social relevance.
 In our research project we are inquiring the way to change this social structure of curriculum by curricu
lum innovation. Our vision of the innovated new curriculum is a kind of curriculum which has social releva
nce between school and society. In this new innovated structure school curriculum is designed for educatin
g the mature and active citizen. The organization of our project consists of 4 units. In each units there 
are 4 or 5 researchers belonging to our research project. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
従来の教科カリキュラムは，大きく見れば

大学（アカデミズム）における学問体系を高

校・中学・小学校へとおろしていくように構

成されていた。こうしたカリキュラムは，職

業や政治経済を中心とする市民社会生活との

関連（社会的レリバンス）を欠くという問題

点もはらんでいる。「ゆとりか詰め込みか」と

いった二者択一的な指導観から脱却を図り、

社会的レリバンスを有する学力観へと転換を

図る必要がある（下図）。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
２．研究の目的 
 本研究では、以上の背景を踏まえて、戦後
型社会の構造転換を踏まえた公教育の新し
い方向性を探り、理論面と実践面から検討を
加えることをめざした。そして最終的な目的
を、次の学習指導要領およびその後を視野に
入れたカリキュラム・イノベーション（革新）
の可能性と条件を探ることにおいた。 
 
３．研究の方法 
 こうした目的を達成するために、次の図に
示すような「基幹学習ユニット」「生き方の
学習ユニット」「社会参加の学習ユニット」
の３つのユニットを設け、理論的な検討を進
めた。さらに、東京大学教育学部附属中等教
育学校との連携を中軸にすえ、研究代表者及
び研究分担者が関与している他の学校や自
治体との連携も含めた共同研究を組織し、学
校づくりや教育行政の改革も視野にいれて
具体的な実践の在り方を探求した。これらを
可能にするための組織として、上記の３つの
ユニットに加えて総括ユニットを設け、附属
学校等の実践現場とを架橋するプラットフ
ォーム的役割を持たせた。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（本頁に示した二つの図の作成にあたって
は、河野麻沙美氏の協力を得た）。 
 
４．研究成果 
 以下では、各ユニットにおいて開発、提案
されたカリキュラム案について概観する。詳
しくは、後掲の学校教育高度化センター
『2013 年度年報』所収の植阪友理・大桃敏
行・小玉重夫「学校教育行動化センター関
連事業（イノベーション科研） : 総括ユニ
ットにおける 3 年間の活動の記録」を参照
されたい。以下は、その抜粋である。 

基幹学習ユニット 基幹学習にかかわるカ

リキュラム案の１つ目は、数理能力の育成に

かかわるカリキュラム案である。この提案の

中心は、「日常的事象と関連付けられた数学

的内容を学ぶ（日常の中の数学を学ぶ機会を

設ける）。また、数学と理科等を相互に関連

づけあう、いわゆるクロスカリキュラム的な

授業も、各教科の中に設定していく。」とい

うことである。具体的な単元構成の方法に関

する提案も含まれている。具体的には、手続

き的な学習に加えて、①単元の導入に日常の

中の数学に単元内で獲得した知識を活用し、

概念的理解を深める課題を新たに設ける、②

単元の終末に日常の中の数学に単元内で獲

得した知識を活用し、概念的理解を深める課

題を新たに設けるなどである。例えば三角比

の導入の際に、「斜面の角度を測れない場合

に、どのように求めるか？」のように既に学

習している考え方（ここでは相似）でも解決

は可能であるが、新たに学ぶ内容の理解（こ

こでは三角比）にもつながる課題を実施する、

非線形関係の学習の終末に「１リットルの牛

乳パックの各辺の長さを求める」などように



非線形関数を活用する課題を行うなどであ

る。こうした活動を通じて、手続き的知識の

獲得のみならず、深い理解を伴った教科学習

の理解が促進され、数理能力の育成につなが

ると考えられる。 

 ２つ目は、メタ文法の育成にかかわるカリ

キュラム案である。ここでは、中学校３年生

から高校２年生にかけて、メタ文法の概念を

自覚化させ理解を促進するような授業を、言

語学習におけるアンカーカリキュラムとし

て設定することが提案されている。メタ文法

能力とは、「言語に関して『文法』を意識化

し、文法構造について自分で考えたり説明で

きる能力」のことである。また、アンカーカ

リキュラムとは、言語間を架橋する学習のあ

り方を方向づける錨（いかり）のような役割

を果たす授業を意味する。ここでは例えば、

「黒い目のきれいな女の子に会った」といっ

た内容を、日本語と英語で明示的に対比させ、

そのことを通じてルールを発見・意識化させ

るといった指導や英語と漢文、現代日本語文

法と古典文法の対比などを訳出を通してと

らえ、修飾関係、語順、時制等に関わる文法

概念の理解を深めることが提案されている。

こうした活動を、従来の授業に加えて定期的

に行うことで、これまでに学習した内容をよ

り深めるとともに、将来の言語学習をより深

めるための機会として機能することが期待

されている。 

 ３つ目は、探究型学習にかかわるカリキュ

ラム案である。ここでは、中等教育段階の最

後に、研究もしくは論文として、自分の考え

をまとめて発信するということが提案され

ている。中等教育の最後に行う卒業研究など

が、この代表的な例である。ここでいう「論

文」とは必ずしもこれまでに明らかになって

いることを踏まえたうえで、オリジナリティ

を加えることを意味しないが、少なくとも自

分の考えをまとめて外に発信するという活

動を伴うことが期待されている。さらに、こ

うした活動を実現するために、「総合的な学

習の時間などを活用して、図書館の使い方な

ど自分の関心に沿って調べ学習を行うため

の技法を知る」、「論理的な文章を書くため

の方法を学び実際に書いてみる」、「探究の

成果を口頭発表しそれを元に議論する」とい

った活動を設けることになる。なお、探究学

習の機会は、総合的な学習の時間に限らず、

通常の教科教育にも存在する。こうした教科

教育の探究学習の機会に、これらの過程で学

んだ知識・技能を活用したり、逆に教科教育

の探究学習の機会に卒業研究等で利用する

ような知識・技能を身につけたりするといっ

た、双方向的な学習プロセスも期待される。 

 ４つ目は、メタ学習の促進にかかわるカリ

キュラムである。メタ学習とは、学習の方法

やしくみそのものについて学ぶことを意味

している。そうした学習を通じて、効果的な

学習方法（学習方略）や、学習に対する考え

方（学習観）を身につけた学習者を育成する

ことが目指されている。中等教育の初期には、

記憶や理解といった学習の仕組みについて

学習し、中等教育の中期以降では、自分の学

習過程や認知プロセスを振り返るといった

内省を要するような学習も取り入れていく

ことが提案されている。まずは総合的な学習

の時間を中心に実施し、心理学の実験などの

体験も交えながら学習を進めることが想定

されている。これらに加えて、各教科の学習

とも連携し、教科学習の中でなかでどのよう

に具体的に生かしていくのかについてもあ

わせて学習するように考えられている。 

社会参加の学習ユニット 社会参加の学習

ユニットにかかわる提案の１つ目は、市民性

教育に関するカリキュラムの提案である。こ

のカリキュラムにおける提案の中心は、中等

教育全般にわたって、論争的問題を議論する

時間を、授業の中に設けていくということで

ある。論争的問題とは、八ッ場ダム建設の是

非、いじめ問題にどのように対処するのかな



ど、社会においてもいくつかの立場が存在し、

必ずしも明確な答えの出ていない問題のこ

とである。こうした問題を授業で扱うことを

継続することで、社会における争点を知り、

市民として自らの何らかの行動に結びつけ

ていくための素養を身につけることが期待

されている。なお、発達段階に応じた指導上

の工夫として、学年が進むにつれて「思考（当

該問題に関する多面的な知識）」「判断（それ

ぞれの立場に対する価値判断）」「意志（判断

に基づく自らの行動）」の３側面をより深く

掘り下げていくことが想定されている。総合

的な学習においてこうした授業を実施する

のみならず、道徳や社会といった各教科での

授業実践と連携することも意図されている。 

 社会参加の学習ユニットからの２つ目の

提案は、バリアフリー教育に関するカリキュ

ラムの提案である。中等教育において学ぶべ

きこととして、自らの他者認識のあり方を自

覚することや、社会に存在する目に見えない

非対称性に気づくということなどが挙げら

れている。具体的な教育プログラムも開発さ

れており、例えば「ザ・ジャッジ！迷惑なの

は誰？」では、はじめに電車の中でのある一

場面をストーリーとして聞かせ、子ども達に

判断を求める。その後、「実は腰痛であった」

などといった条件を次第に明らかにし、その

都度判断を求める。こうしたことを通じて、

自らの持つステレオタイプを理解するとと

もに、他者に対する想像力、多様な生に対す

る受容的態度などを養うことが目指されて

いる。プログラム自体は総合的な学習の時間

を意識して開発されているが、教科の中で関

連する単元との連携も想定されている。 

 社会参加の学習ユニットにおける３つ目

の提案は、職業的レリバンスのある教育に関

するカリキュラム案である。このカリキュラ

ムには、各分野の職業のリアルを知ることが

目的である「適応」と、職業生活や社会の問

題を是正していく方法を知ることが目的の

「抵抗」という２つの要素が含まれている。

「適応」に関しては、「ものを作る仕事を知

る」、「国際的な仕事を知る」、「人をケアする

仕事を知る」といった具合に、仕事をいくつ

かの領域に分け、それぞれ学校外からエキス

パートを招いて仕事の実情を紹介してもら

うことが意図されている。一方、「抵抗」に

関しては、働く者を守るものとしての労働法

を知る、市民運動について知るなどが含まれ

る。「適応」が職業生活の主にポジティブな

側面を生徒に伝えるのに対して、「抵抗」に

はネガティブな側面の知識も含まれている。

このため、学年配置としては「適応」を先に

学び、理解が深まってきた段階から、「抵抗」

の学習を始めることが想定されている。 
生き方の学習ユニット 生き方の学習ユニ

ットにかかわる１つ目は、ライフキャリア教

育に関するカリキュラム案である。職業的レ

リバンスのある教育において論じられてい

たように、職業生活には思い通りにならない

ことも多く、夢や希望だけでは済まない厳し

さがある。このような働くことのネガティブ

な側面に対して、社会への働きかけ方を学ぶ

のみならず、いかにして自分の心と折り合い

をつけながら職業生活を含めたライフキャ

リアを生き抜いていくのかについて、自分の

内面への働きかけ方を学ぶことも重要な課

題である。以上を踏まえ、人生における長期

的展望と多軸性を理解し、レジリエンスを向

上させることが提案されている。具体的な時

期については、働くことと生きることについ

て理解と考えがある程度深まった後に、働く

ことと生きることの厳しさについて学習し

はじめるという段階的導入が有効と考えら

れる。 
 ２つ目は、心理教育に関するカリキュラム

案である。従来の心理教育の中心は、現実の

人間とどうつきあって行くのかのスキルを

指導するものが中心であった。これに加え、

「うつ予防」などといった教育も加え、自分

の心の健康をどのように維持するのかいっ

た点についても、中等教育段階から指導して

いくことが提案されている。また、対人スキ

ルについても、現実の人間に対するつきあい

方のみならず、バーチャルな世界（ネット）

とどうつきかうかについても取り上げられ

ている。さらに、自分も他者も尊重しつつ、

自分の思いをどう社会に発信していくかを

知るために、アサーショントレーニングなど

もとりいれることも企図されている。これら



は保健体育の授業の他に、道徳などの授業で

も行うことができると考えられている。 
 ３つ目は、哲学教育に関するカリキュラム

案である。この提案の中心は、子ども自身が

何らかの＜生きる＞に関する洞察を行う「哲

学の授業」を学校教育の中に取り入れていく

ことにある。一般に「哲学」と呼ばれている

知識を子どもに伝える活動ではなく、存在論

的な意味で思考することを支援する授業で

ある。存在論的思考については、様々な議論

が行われているが、ここでは「私たちが一命

を享受しているからこそ、さらにこの世界を

享受しているからこそ、様々な活動を行うこ

とが可能になっていることに気づくこと」が

想定されている。こうした気づきを得ること

で、命への畏敬の念や感謝を生み出し、人の

恣意や欲望を抑え、人の倫理的な基盤となっ

ていくと考えられる。方法としては、探究学

習として行うことが提案されている。発達段

階に応じて異なる内容を取り上げることが

想定されており、例えば、アマモの再生を通

じて地場産業の再生につながった事例など

を取り上げる「里海プロジェクト」などが含

まれている。 
付記：ここまでで述べてきたことは、後掲の
学校教育高度化センター『『2013 年度年報』
に掲載された本科研のまとめを適宜抜粋し
たものである。詳細はそちらを参照されたい。 
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